
２２２２ 畜産畜産畜産畜産のコールドチェーンのコールドチェーンのコールドチェーンのコールドチェーン
ブラジル、アセアンへの輸出

キーテクノロジー「食肉の自動加工技術」キーテクノロジー「食肉の自動加工技術」キーテクノロジー「食肉の自動加工技術」キーテクノロジー「食肉の自動加工技術」

「加工された肉は世界各地へ」「加工された肉は世界各地へ」「加工された肉は世界各地へ」「加工された肉は世界各地へ」

・日本の優れた自動加工技術を海外へ展開する
・品質、衛生基準を維持できるシステム

加工処理



「トリダス」による効果

・加工機械、自動ロボットの導入により、海外での
加工生産を可能にした
・衛生、品質などの基準をクリアーした食品が生産可能・衛生、品質などの基準をクリアーした食品が生産可能
・衛生環境の向上により、棚持ちの向上、デリバリーの
エリアの拡大につながる

新規の食品市場の開拓、海外への展開につながる。



３３３３ 農産物農産物農産物農産物のコールドチェーンのコールドチェーンのコールドチェーンのコールドチェーン
東東東東アジアへのアジアへのアジアへのアジアへの輸出輸出輸出輸出

キーテクノロジー「食品の冷蔵輸送技術」キーテクノロジー「食品の冷蔵輸送技術」キーテクノロジー「食品の冷蔵輸送技術」キーテクノロジー「食品の冷蔵輸送技術」

・日本の優れた農産物を海外へ展開する
・品質、衛生基準を維持できるシステム



農産物 貯蔵温度 湿度RH% 凍結温度

ホウレンソウ

タマネギ

バレイショ

サツマイモ

０

０

３～１０

１３～１６

９０～９５

７０～７５

８５～９０

９０～９５

－０．３

－０．７

－０．７

－１．３

農産物の貯蔵温度

サツマイモ

リンゴ

ぶどう

オレンジ

１３～１６

０～ー１

ー0.5～ー１
０～１

９０～９５

８５～９０

８５～９０

８５～９０

－１．３

－１．５

－１．１

－０．８



高鮮度保持技術の開発

○ 基本技術
＊冷温高湿度貯蔵法
低温で相対湿度９０％以上

○ 背景
青果物の広域流通の一般化

消費者の青果物に対する品質（鮮度）や安全
性に対する要望
コールドチェーン確立の必要性が増大

○ 青果物流通の問題点

生産地間の端境期や気象の影響による価格
変動
スーパー等小売店での歩留まり（廃棄率）

高鮮度保持技術の開発

コールドチェーンの確立

青果物の品質や安全性の向上
供給と価格の安定化
小売店の利益拡大

○ 成果

精密な温度・湿度制御技術により、安定した０℃、
相対湿度９０％以上の環境を実現

低温で相対湿度９０％以上
水シグナルの制御（細胞の膨圧を維持）
老化の防止→貯蔵期間が向上

＊微生物増殖抑制技術
カビの抑制

レナード式加湿器の超微細ミストによる、ドライな
環境と、空気清浄効果
銀イオン水との組み合わせによる除菌技術

＊貯蔵２８日目のイチゴとホウレン草

○ 応用展開
花卉、穀物、食肉、魚
各種冷蔵庫、冷蔵トラック・コンテナ、冷蔵運搬船
食品加工場の空調、施設園芸の空調

H13-17 フードセーフティーイノベーション技術開発事業で実施中フードセーフティーイノベーション技術開発事業で実施中フードセーフティーイノベーション技術開発事業で実施中フードセーフティーイノベーション技術開発事業で実施中
鮮度保持技術を活用して、デリバリーエリアの拡大と
海外輸出の可能性



ＦＳＩ概要

（最適環境制御技術を用いた流通における高鮮度保持技術の開発）

実験用保存庫１、２

超微細ミスト加湿器２

超微細ミスト加湿器１実験用保存庫３

イチゴ貯蔵試験状況野菜貯蔵試験状況



平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業委託事業」）平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業委託事業」）平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業委託事業」）平成２１年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業委託事業」）

（電磁波殺菌とナノミストを用いた青果物の高鮮度輸送技術の開発）（電磁波殺菌とナノミストを用いた青果物の高鮮度輸送技術の開発）（電磁波殺菌とナノミストを用いた青果物の高鮮度輸送技術の開発）（電磁波殺菌とナノミストを用いた青果物の高鮮度輸送技術の開発）

試験用冷蔵コンテナ外観 試験用冷蔵コンテナ背面

試験用冷蔵コンテナ内部 テスト用加湿器外観



ニーズ

①１ヶ月貯蔵

・クリスマスケーキ用として、購入
経費削減と歩留まり向上

（３０円／粒～７０円／粒）

実験条件
設定温度： ０℃（品温0.5℃） 相対湿度９５％

貯蔵期間：28日

イチゴの貯蔵試験

平積み上段２８日目 パック上段２８日目

イチゴは１ヶ月の鮮度保持が可能。

外観評価

・風やデフロストによる温度変化の影響大

・傷みの多くは圧迫による。



高鮮度保持冷蔵庫

現在

コールドチェーンの構築

個別集荷による
不揃いの鮮度
温度管理なし

日持ちしない貯蔵

糖・酸度・サイズの選別

時間とともに増える廃棄ロス JR・トラック・飛行機を使った国内流通

日持ち予測・品質選別

高鮮度保持冷蔵庫

衝撃を減らしたソフト洗浄

廃棄ロスの大幅削減！

加湿リーファーコンテナ

コンテナ船・飛行機を使った海外輸出が可能！

移動式予冷設備や保冷車での
予冷による川上からの鮮度保持



農産物農産物農産物農産物のののの鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送にににに関関関関するするするする課題課題課題課題

・・・・輸送輸送輸送輸送にににに係係係係わるわるわるわる技術的技術的技術的技術的なななな課題課題課題課題よりよりよりより、、、、社会社会社会社会システムのシステムのシステムのシステムの課題課題課題課題がががが大大大大きいきいきいきい
・コンテナの・コンテナの・コンテナの・コンテナの電源確保電源確保電源確保電源確保、、、、輸送時輸送時輸送時輸送時のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい、、、、検疫制度検疫制度検疫制度検疫制度などなどなどなど
・エアー・エアー・エアー・エアー便便便便ではではではでは、、、、大量輸送大量輸送大量輸送大量輸送がががが困難困難困難困難でありでありでありであり、、、、コンテナコンテナコンテナコンテナ輸送輸送輸送輸送はははは必要必要必要必要
・・・・沖縄沖縄沖縄沖縄のハブのハブのハブのハブ空港空港空港空港のののの活用活用活用活用がががが期待期待期待期待されるされるされるされる・・・・沖縄沖縄沖縄沖縄のハブのハブのハブのハブ空港空港空港空港のののの活用活用活用活用がががが期待期待期待期待されるされるされるされる
・・・・各地各地各地各地でででで農産物農産物農産物農産物のののの輸出輸出輸出輸出プロジェクトがスタートしているがプロジェクトがスタートしているがプロジェクトがスタートしているがプロジェクトがスタートしているが、、、、
統合統合統合統合されておらずされておらずされておらずされておらず、、、、相互相互相互相互のののの交流交流交流交流がががが必要必要必要必要、、、、制度化制度化制度化制度化へのへのへのへの期待期待期待期待



食品工業団地構想食品工業団地構想食品工業団地構想食品工業団地構想

・アセアン・アセアン・アセアン・アセアン、、、、ララララ米米米米、、、、アフリカなどでインフラのアフリカなどでインフラのアフリカなどでインフラのアフリカなどでインフラの輸出輸出輸出輸出がががが盛盛盛盛んになっているんになっているんになっているんになっている。。。。
・・・・現地現地現地現地でのインフラのでのインフラのでのインフラのでのインフラの構築構築構築構築、、、、電力事情電力事情電力事情電力事情、、、、雇用雇用雇用雇用、、、、宗教宗教宗教宗教などのなどのなどのなどの問題問題問題問題があるがあるがあるがある。。。。
・・・・現地現地現地現地にににに工業団地工業団地工業団地工業団地をををを設置設置設置設置しししし、、、、食品関連食品関連食品関連食品関連のののの企業企業企業企業がががが相互相互相互相互にににに利用利用利用利用できるできるできるできる環境環境環境環境のののの
整備整備整備整備がががが必要必要必要必要。。。。整備整備整備整備がががが必要必要必要必要。。。。
・・・・特特特特にににに食品分野食品分野食品分野食品分野におけるにおけるにおけるにおける団地団地団地団地はははは、、、、効率的効率的効率的効率的なななな運用運用運用運用、、、、リスクヘッジなどのリスクヘッジなどのリスクヘッジなどのリスクヘッジなどの
側面側面側面側面からもからもからもからも重要重要重要重要であるであるであるである。。。。



最近最近最近最近のののの取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて

北海道北海道北海道北海道におけるにおけるにおけるにおける農水産物農水産物農水産物農水産物のののの海外輸出海外輸出海外輸出海外輸出プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト北海道北海道北海道北海道におけるにおけるにおけるにおける農水産物農水産物農水産物農水産物のののの海外輸出海外輸出海外輸出海外輸出プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
①①①①海外海外海外海外へのへのへのへの高付加価値農産物高付加価値農産物高付加価値農産物高付加価値農産物のののの鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送
②②②②アセアンへのアセアンへのアセアンへのアセアンへの水産物水産物水産物水産物のののの鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送鮮度保持輸送



ご清聴有難うございました。

㈱前川製作所
企業化推進機構
篠崎 聡
Satoshi-shinozaki@mayekawa.co.jp


